
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

総合５か年
計画
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施策の総合的展開
１－２強みをいかした、観光の振興

事業番号 08 01 04 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 観光客安全対策推進事業費 担
当
課

部局 観光部

１　選ばれる観光地づくり 実施期間 S51 ～

課・局・室 山岳高原観光課

現状
（予算編成

時）

○東日本大震災や長野県内の自然災害の発生により、観光地及び観光客の安全に関し、要望が高まっている。
〇冬季では特にスノースポーツの多様化やゲレンデにおけるマナー低下に伴う事故の発生が問題化。
　→関係団体と連携し、安全意識の啓発と、事故防止に向けた体制整備の更なる推進が必要。

県が関与
する理由

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

安全対策推進組織は長野県の観光客安全に係る機関によって構成されており、連絡調整や全県
的な取り組みに県の関与が不可欠。県民との協働による実施： 実施中

目指す姿 ○長野県を訪れる観光客の事故を未然に防止するため、県・国・民間団体・事業者が相互に連携し、安全・安心な観光地づくりを目指す。

人口定着・
確かな暮ら
し実現総
合戦略

信州創生の基本方針

施策展開

（当初）

地区観光客安全対策組織への交付金 負担金
県内観光地(主にキャンプ場、スキー場など)の安全パ
トロールへの支援

80 80 80

○地区組織・関連団体による安全対策のための意見交換を行う連絡会議を開催
○スキー場パトロール講習会への助成を通じ、スキーヤーの安全確保に努める
○シーズン前(夏・冬)に各地区ごと実施する主要観光地のパトロールへの補助を通じ、安全な観光地づくりを推進する。

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28事業実績
H28 H29

（当初） （決算）

観光客安全対策推進会議の開催 負担金 関係団体による意見・情報交換 4 4 4

スキー場パトロール講習会への負担金 負担金
スキー場パトロール講習会(長野県索道事業者協議会
開催)開催費用の一部負担

568 568 568

事務的経費 直接 消耗品、コピー代、運送料等 111 111 111

合計 763 763 763

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度 29年度

H29
目標当初予算 763 763 763 目標 成果 達成状況

成果目標の達成状況

前年度繰越
項目 H26末 H27末

Ｈ28

合計（A) 763 763 763

Aの
財源

補正予算

763 763 763

予
算
額

1,790万人
1,921万

人
1,899万

人
1,780万

人
未達成

1,956万
人

延べ宿泊者数
0 0 0

各地区で
パトロー
ル（平均
1.7回）
実施

各地区パ
トロール
1～2回実

施

各地区で
パトロー
ル（平均
2.0回）
実施

達成

各地区パ
トロール
1～2回実

施

キャンプ場事故発
生件数の抑制(パト
ロールの実施)

未実施

6,971億
円

7,320億
円

達成
7,180億

円概　算
人件費

0.30 0.30 0.30

2,483 2,374

763 763 観光消費額（共通
基準）

6,571億円
7,410億

円

目標に対
する成果
の状況

パトロール実施回数は、各地区で平均2.0回実施し目標達成

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

長野県を訪れる観光客の事故を未然に防止するため、県・国・民間団体・事業者が相互に連携し、安全・安心な観光地づくりを目指す。

 概算事業費（B（A）+C） 3,246 3,137 3,137

2,374


